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4． 萬校生を対象にした公民科以外の教科等での実践例
I 

(3) 被害を受けた方からの講演による授業を実施
いずれも、増山ゆかり氏（（公財）いしずえ サリドマイド福祉センタ ー ）に
よる講演を実施 （講演概要は、 2. (1)枚方市立杉中学校を参照。）

①大阪府立 牧野萬校
対象学年 高等学校第 1 学年
教科等 人権講演会

サリドマイド薬害の被害により両腕を欠損した状態で生まれて
学習の目的 こられた増山ゆかりさんから、薬害被害者および障害者の人権

に関するお話を聞く。
②学校法人志学会学院 志学会萬等学校

対象学年 高等学校第 1 、 2 、 3 学年
教科等 特別活動

薬害事件の被害者の方による講演を聞き、話合い活動を通じて、
学習の目的 社会にはリスクが存在すること、そのリスクは自分とは無関係

ではないことを理解し、 実生活に生かそうとする。
③東海大学付属仰星萬等学校

対象学年 高等学校第 1 学年

教科等
「いのち」に関する複数の講座の中の一講座として実施。選択
した生徒が受講。

学習の目的
薬害被害者による講演を通して、 いのちについて考え、自他を
大切に出来る人格形成に寄与する。

授業を受けた生徒の感想（一部）
ー薬は自分たちがよかれと思って使っているので、 怖いことだなと思った。
ー授業を受けるまでサリドマイドの問題について知らなかったが、被害を受け

た方だけでなく、その母親まで責任を感じてしまっているというお話を聞い
て胸が苦しくなった。また、被害者の方が二次障害に苦しめられ、これまで
の仕事や経験を失ってしまったことは理不尽であると感じた。今はサリドマ
イドの危険性が認知されているが、同じようなことが起きてもおかしくない
と思う。この薬害教育で学習したことを今後の生活にも活かしていきたい。

ー今日初めて薬害の被害者の方を見て実際に話を聞いて、全く身近にいない存
在の人のことを知れました。世の中にはそのような人がいることを理解して
これから生活していきます。
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厚生労働省では文部科学省の協力を得て、薬害を学ぶための教材『薬害を学ぼう』
を作成し、平成23年度から全国の中学校に、令和4年度からは全国の高校に配布して
います。

このたび、薬害を学び再発を防止するための教育の一層の推進に資するため、
授業実施の参考となるよう、平成 29年度及び30年度に実施された薬害に関する
授業の実践事例集をまとめました。

『薬害を学ぼう 指導の手引き』や同『簡略版』とともに、 本事例集も是非
ご活用ください。なお、 厚生労働省特設 HP 「薬害を学ぼう」（※）の「参考資
料等」のコ ー ナーに、下記の授業で作成いただいた指導案等を掲載しています。

※ http://www.mhlw.go.jp/bunya/iyakuhin/yakugai/index.html

1. 中学生の社会科（公民的分野）での実践例 ページ

(1) 国立大学法人 筑波大学附属中学校（東京都文京区）
→「よりよい社会を目指して」に関連する事項として実施

1 ~ 3  

(2) 学校法人駿台甲府学園 駿台甲府中学校（山梨県甲府市）
→人権に関連する事項として実施

4 ~6 

(3) 関ケ原町立 今須中学校（岐阜県関ヶ原町）
→人権に関連する事項として実施

7~12 

(4) 岡垣町立 岡垣中学校（福岡県岡垣町）
→人権に関連する事項として実施

13~18 

2. 中学生を対象にした社会科以外の教科等での実践例 ページ

(1) 枚方市立 杉中学校（大阪府枚方市）
→総合的な学習の時間において実施

19~21 

(2) 国立大学法人 筑波大学附属中学校
→道徳において被害を受けた方からの講演による授業を実施

22 

(3) 学校法人青森山田学園 青森山田中学校（青森県青森市）
→道徳において被害を受けた方からの講演による授業を実施

23~27 

| 3． 萬校生の公民科現代社会での実践例 ベージ I
(1) 大阪府立 牧野高等学校（大阪府枚方市）
→人権に関連する事項として実施

(2) 学校法人志学会学院 志学会高等学校（埼玉県杉戸町）
→消費者問題に関連する事項として実施
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